
第１分科会 話すこと・聞くこと 

 

ことばを蓄え、ことばを生かす国語教室の創造  

～話し合い活動の実践を通して～ 

 

 

１ 研究のねらい 

  価値観が多様化する現代社会では、変化に対応しながら望ましい人間関係を構築して

いくために、人に何かを伝え互いの立場や考えを尊重しながらコミュニケーションを図

る「伝え合う力」が大切な能力となる。社会的背景や学習指導要領の趣旨から「国語科

教育」において「伝え合う力」を高めるために、「話す」能力と「聞く」能力を基盤とし

て、お互いの考え方の違いや立場を尊重しながら話し合う能力を高めることが必要不可

欠である。  

 

２ 研究の内容（実施１・２・３年）  

⑴ 実態把握 

  ① 西都市内の生徒の実態の分析 

    昨年６月、西都市内６校の中学１、２年生を対象に「話すこと・聞くこと」に関

するアンケートを実施した。 

    【アンケート結果抜粋】１ そう思う ２ どちらかといえばそう思う 

               ３ どちらかといえばそう思わない ４ そう思わない  

  ② 「話すこと・聞くこと」に関しての課題点 

   以上のアンケートの結果から、９割の生徒が人の話を聞くことはできるが、根拠

や理由を明確にした論理的な話し方ができるとした生徒は４割にとどまった。これ

らのことから、会議や集会で自分の考えや意見を適切に発表することに対して苦手

意識を抱えているという実態が明らかになった。そこで、西都市では話し合い活動

を通して生徒の苦手意識をやわらげる手立てを考え、授業実践をすることとした。 

 

⑵ 研究実践 

   生徒が会議や集会で自分の考えや意見を適切に発表することに苦手意識を抱える原

因として、人前で発表することに対して経験不足が挙げられる。そのため、全員が意

見を述べる場として話し合い活動を設定する必要がある。また、ただ漫然と話し合い

質問内容  １・２  ３・４  

１  スピーチや話し合い活動が好き  ５１％  ４９％  

２  友達の話や意見を最後まで聞くことができる  ９２％  ８％  

３  相手が伝えたいことは何かを理解しようと思って聞くことができる  ８７％  １３％  

４  会議や集会で自分の考えや意見を適切に発表することができる  ４２％  ５８％  

５  根拠や理由を明確にした論理的な話し方ができる  ３９％  ６１％  



活動をするのではなく、目的や課題を意識させることで有意義な話し合いとなるよう

にしたい。さらに、これまでの学習で蓄えてきたことばを意識させながら、蓄えたこ

とばを生かす話し合い活動ができるようにしたい。そこで、次の三つの手立てを考え

た。  

① 手立て 

   ア 生徒全員を話し合い活動に参加させるための手立て 

     役割のバトン、司会者マニュアルなどを利用し、全員に役割を与えることで話

し合いに積極的に参加する姿勢をもたせ、全員参加の話し合い活動になるように

した。 

   イ 目的や課題をつかませながら話し合い活動を進行させるための手立て 

     黒板やホワイトボードに話し合いの流れを示したり、ＩＣＴの活用をして話し

合いの目的や内容を示したりして視覚化を意識した。 

ウ 蓄えたことばを生かすための手立て 

     授業の中で、県の研究部提案「蓄えたい学習用語集」を参考に学習用語につい

て確認した。また、蓄えたことばを生かせるように原稿を作成させたり、付箋紙

を活用しアドバイスメモを作成させたりした。このように意見をまとめさせるこ

とで自信をもって発表できるようにした。 

  ② 具体的な授業実践例 

    ３つの手立てを次の教材で実践した。 

  １年・・・「ことわざスピーチ」「話し合いで理解を深めよう」  

  ２年・・・「問題意識を持って聞こう」「説得力のある提案をしよう」  

  ３年・・・「場面に応じて話そう」  

③ 授業実践の検証 

    これらの手立てをとることによって、会議や集会で自分の考えや意見を適切に発

表することや、根拠や理由を明確にした論理的な話し方において向上が見られた。 

    

３ 研究の成果と今後の課題  

⑴ 研究の成果 

  ① 各自に役割をもたせ授業の視覚化を行なうことによって、生徒が興味関心をもっ

て積極的に話し合い活動に参加することができた。 

  ② 他者の考えや意見を取り入れ練り上げる話し合い活動を繰り返すことで、自分の

伝えたいことを自信をもって発表することができた。 

  ③ 話し合い活動においては、原稿を作成したりアドバイスメモを作成したりするこ

とが、蓄えたことばを生かすための手立てとして有効であった。 

⑵ 研究の課題 

  ① 本研究は２年目であるため、さらに研究を継続的に行なっていきたい。 

  ② ３年間を見通した系統的な学習ができるようにしていきたい。 

  ③ 「話すこと」への苦手意識をさらにやわらげるために、よりよい手立てを模索し

ていきたい。 


